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第5回太平洋・インド洋の魚類に関する国際研究会議

ニューカレドニアのヌメアで第5回太平洋・インド洋

の魚類に関する国際研究会議 (5th lndo― Pacinc Fish Con―

ferencc)が 1997年 H月 3日 から8日 にかけて開催された.

研究発表はヌメアにあるフランスの研究組織である

ORSTOMで 行われた.220人余りの研究者が世界から集
まったが,フ ランスが主催国であったので当然ながらフ

ランスの研究者が目立った。 日本からは50名 余 りが参

加した.

口頭とポスターによる研究発表は合計 240件余りあっ

た.研究発表や参加者の数の多さから判断できるように,
この研究集会は大平洋とインド洋の魚類研究に大きな刺

激を与えている.ま た,4年に一度出会うのを楽しみに
している人も多く,多 くの国々の研究者が 1青報交換を行
い,交流を深める場として定着している.
口頭発表は3会場に分かれて同時並行で行われた.ま

た,研究発表はその内容によって 14の シンポジウムと8
つのワークショップに分けられていた。シンポジウムに

は「サンゴ礁やマングローブの魚類」,「表層性魚類」,

「深海性魚類」,「軟骨魚類」,「仔稚魚」などがある一方 ,

「寄生虫学と魚類学」というものもあった.ま た,ワ ーク

ショップでは,「 インド・太平洋熱帯域の魚類研究の今

後」,「 インド・太平洋の魚類の行動学」など誰が見ても

研究集会に合致する内容のものと「魚毒」,「南太平洋の

人と魚類の関係」という少々異質な感じのするものもあ

った.しかし,全体として見れば興味深い発表が多かっ
たと思う.ま た,研究発表数が多かったため3会場で同
時並行による発表となったのであろうが,3会場となる
と聞きたい発表が3つ重なった場合には2つ を犠牲にし

なければならない.研究集会が大きくなったので致し方
ないとはいえ,参加者の評判はよくなかった:′この問題
を解決するためにはシンポジウムやワークショップを組

織する際にテーマを絞 り込むのも一つの方法であろう.

実際,第一回のシドニーでは魚類の系統分類と進化とい

うテーマに絞って研究集会が行われた.

組織委員会は研究発表の内容をフランスで出版されて

いるCybiumに 論文集としてまとめると発表し,参加者
に投稿をよびかけていた.研究集会の後に組織委員会の

sёretか ら聞いたところ,かなりの数の投稿があったそう
である.第 2回の東京集会,第 4回 のバンコク集会では

論文集が出されているが,他の集会では論文集は出され
ていない。東京集会の論文集出版に際しては多くの研究

者の協力によって短期間に校閲や編集作業を行った.論

文集をよいものにするためには,編集担当の委員が相当

努力をする必要がある.編集作業を行うS6ret達は大変
であろう.

研究集会の合間にはエクスカーションが行われた.ス

キューバダイビングによるサンゴ礁魚類の観察やマング

ローブの魚類採集を楽しんだ人たちが多かった.ま た,
ヌメアは美 しい町であ り,観 光客 に人気がある .

ORSTOMの 目の前は美しい砂浜でウインドサーフィンや

海水浴を楽しむ人で賑わっていた.た だ,物価が高く,
食事代なども東京と同じか,やや高い感 じがした.

研究集会開催中に組織委員会は次の集会の開催国を

募集した.こ れに3つの応募があった.台湾,ブルネイ,
そして南アフリカであった.組織委員会は,最終日に開
催を希望する国と地域の代表に趣旨説明の機会を与え,

参加者による質問が出され,若干の論議も行われた.こ

の席でこれまでの研究集会がすべて太平洋で開かれてい

るが,研究集会のタイトルにインド洋も入っていること

を考慮すべきだという有力な意見が出された.その後 ,
開催国決定のための選定会議が開かれ,全員一致によっ
て南アフリカが選ばれた.他の2つ も魅力的な地域であ
るが,イ ンド洋の沿岸国でも開催すべきだという点で委

員の意見は一致したのである.こ の決定は「さよならパ

ーテイー」の席上で発表された。2001年には南アフリカ

のダーバンで第6回 の研究集会が開催される。

(松浦啓一 Keiichi Matsuura:〒 169-0073東京都新宿

区百人町3-23-1 国立科学博物館動物研究部 c― mail:

matsuura@kahaku.gojp)
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インターネットからダウンロードできる

魚類標本管理システム

全国科学博物館協議会 (全科協)の 中に「標本資料デ

ータベースの標準化に関する調査研究委員会」という組

織がある.こ の委員会は活動の一環として,魚類標本管

理用システムを作成し,今年 7月 末にインターネットか
ら自由にダウンロー ドできるようにした (http:/巧 CSm.

kahaku.gojp/JCSh〃 ).こ の委員会は国立科学博物館をは

じめとして,地方自治体や民間の博物館と博物館相当
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施設のキュレーターおよび大学関係者から構成されてい

る.過去2年間に国内の博物館の標本管理に関する調査
を行い,標本管理の方向性を検討してきた.この委員会
が行ったアンケート調査によると,全国の自然史系博物
館 (自然史部門をもつ博物館も含む)の多くのキュレニ

ターが標本管理にどのようなコンピュータシステムを使

用すればよい力V脳んでいることがわかった.

今日,コ ンピュータ使用は当たり前のことになったが,

標本管理のためにコンピュータを使おうとするとソフト

は何にすればよいか,ハードはどうすればよいかなど,
解決すべき問題は多い.地方自治体の博物館のようにあ
る程度の予算規模と人員を擁する組織でさえ悩んでいる

のであるから,個人的努力で標本管理にコンピュータを

導入しようとする場合には悩みは深刻となる.既存のア
プリケーションは使用できるのか, どのアプリケーショ

ンがよいのか,ソ フトを決定しても入力項目はどのよう

に設定すればよいのか,そ して入力支援機能を設ける必

要はあるのかなど,問題は延々と続くのである.

今回ダウンロードできるようにしたシステムはマイク

ロソフトのアクセス上で動く「魚類標本管理雛形データ

ベース」である.国立科学博物館の魚類標本管理システ
ムを土台として作成したので使い勝手は悪くないはずで

ある.実は科博の標本管理は別のアプリケーションソフ

トであるDOS用「桐Ven 4.0」 を使用して行っていた。し

かし, もはやウィンドウズが実際上の標準となっている

ため,委員会で検討した結果,ウ インドウズで動くシス

テムを開発しなければ不便であるという結論に達した.

ウインドウズで動くデータベースソフトにも種類がある

が,ア クセスが最も広く使われている.今回のシステム

では入力項目は科博のシステムとほとんど同じで,魚類
の属名と科名との対応が自動的に行える入力支援システ

ムも備えている.こ れから標本管理にコンピュータを使

おうと考えている人には参考になるであろう.

ただし,科博では「桐」を使い続ける方針である.こ
のシステムを開発した後で「桐」のウインドウズ版が販

売された.科博では現在「桐」のDOS版からウィンドウ
ズ版への移行を行いつつある.ウ ィンドウズ版の「桐
Ver。 7.0」 はDOS版の操作性をかなり継承しているので標

本管理には便利そうである.「桐 Vc■ 7.0」 を使用した標

本管理用の入力支援機能や一括処理 (マ クロ処理)作成

方法については別の機会に報告しようと思う.

(松浦啓一 Keiichi Matsllllra〒 169-0073東 京都新宿

区百人町3-23-1 国立科学博物館動物研究部 c― mail:

matsllllra@kahaku.gojp)
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忘れられたコチ科魚類の和名

A Forgotten Platycephalid Japanese Name

KamOhara(1954)は トカラ列島宝島から得られた14団体

のコ|チ科魚類を動がα
“
リカリs sθ r″′

“
s(Cllvier Jκ  Cuvier&

Valenciennes,1829)と 査定し, ヒメゴチという新和名を

与えた.彼は同時に, ヒメゴチの特徴として背鰭鰭条数
がVIII-12‐ である,臀鰭鰭条数がHである,側線鱗数が
約60である,頭部と眼下骨の隆起線が鋸歯状であるこ
となどを挙げた.松原 (1955)は この記載から判断し, ト
カゲゴチルagacJαノψοκJCα (TlleSius,1812)に 同定すべきで

はないかとも考えられると述べ,■ scr隠′雰 (現在はマツ

バゴチ属R鋸衝肋sに含められている)を 日本産コチ科の

検索表から除外した.松原 (1955)の後,Ro sθ解脇sと ヒ

メゴチの名前が日本の魚類相リストの中に含められるこ

とはなく,特に後者は現在では忘れられた和名となって
いる.

この度,大阪市立自然史博物館 (Osaka Museum of
Natural History)に 保管されているトカラ列島宝島産のこ

の個体 (OM‐NH‥P345,標準体長90 mm,1953年 5月 26

日-6月 1日 に採集 :Ka轟ohara[1954]の報告では用いた

標本は大阪市立自然科学博物館 [Osaka Municipal Nat‐

ural Sciencc Museum]の標本として保管されていると述べ

られているが,この博物館は現大阪市立自然史博物館の

前身であり,そこで収集保管された魚類標本が現博物館
の魚類標本登録 [OMNH― P]の始まりとなっている)を観

察したところ,以下の特徴を持つことが明らかとなった.

すなわち,背鰭鰭条数はI―VIII_H,臀鰭鰭条数は 12,
側線鱗数は54(前部の3枚は1棘を持つ),第二背鰭起

部から側線までの横列鱗数は6,鯛紀数は1+6=7,頭部
背面に多数の棘を持つが顆粒状突起はない (Fig。 1),眼

下骨棘数は4-5(Fig。 1),前鯛蓋骨に前向棘を持たない,

虹彩皮膜は短く複数に分枝する,間鯉蓋骨は大きく,

Fig. l. Dorsal view 
"f 

h:r:^of Thyranophrys chiltonae,
OMNH-P 345, 90mm in standard length, collected from
Takara-jima Island, Tokara Islands, Japan (mistakenly identi-
fied with Thysanophrys serratus by Kamohara [ 1954]).
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後方に広がる,側線鱗は2イ固の開口部を持つ,眼上皮弁
を持たない (Fig。 1),頬部は眼下骨と前鯉蓋骨から伸び

る感覚管によって完全に覆われることなどである.こ れ

らの特徴 を持つ コチ科魚類 は動ぃα″″カッ「θttJttκαθ

Schultz,1966の み であ る (SchultZ9 1966;Knapp,1984,

1986;Shao and Chen,1987;Imamura,1996).な お,RqF―

″αs sθ rra″sは頭部背面に棘と顆粒状突起を持つ,眼下

骨上に鋸歯状の隆起線を持つ,前鯉蓋骨に短い前向棘
を持つ,虹彩皮膜は二葉形であるなどの特徴を備えるこ

とから(Imamura and Amaoka,1996),本 標本とは明らか

に異なっている.したがって,Kamohara(1954)は 誤同定

を行い,さ らに当時はまだ未記載種であった■6カ J肋
“
αθ

に対 してヒメゴチの和名を与えたことになる.一方,本
種にはIda and Yunokawa(1980)に よってクロシマゴチの

和名も与えられている。この和名は図鑑類などにも用い

られており (落合,198生 中坊,1993;今村,1997a),一

般化している.ま た近年, クロシマゴチ属を動ぃα
“
″″ガ

の和名として用いることも提案されていることから (今

村,1997b),古い和名を優先させ■6カ J肋
“
αθと同定され

るべき種に対 してヒメゴチを用いると,多 くの混乱が生

じることとなる.よ って本報では■6乃 J肋
“
αθと同定され

る種に対 しては,従来通 リクロシマゴチの和名をそのま

ま用いることを提案する.
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1999年度 年会のお知らせ

1999年度年会の予定をお知らせします.詳細は1999年 5月 に

出版される魚類学雑誌46巻 1号に掲載します.

期 日 :1999年 10月 8日 (金 )-lo月 11日 (月 )
8日  編集委員会 0評議員会
9-H日 研究発表会およびシンポジウム

会 場 :九州大学 (法文系キヤンパス)
〒812-8581福 岡市東区箱崎←1卜 1

備 考 :市内ホテルを申し込み者に限り年会事務局で斡旋す
る予定です。

シンポジウムの申し込みについて

1999年度年会でシンポジウムを計画されている会員は下記の

要領で申し込み書類を作成し,郵便で事務局までお送りくださ

い。会場および日時の制約上多数の申し込みがある場合には調

整を計りますので,あ らかじめご了承下さるようお願いします。

これまでシンポジウムの要旨は魚類学雑誌に掲載されていま


